
8月6日（木）、日本航空株式会社 鳥取 三津子社長に対して、「航空
産業政策意見交換会(仮称)」の開催、ならびに「令和9年度予算概算
要求・税制改正要望」に関わる要請をおこないました。
この中では、GSE車両整備士の確保、離島路線の維持、空港DX化の

推進等、幅広い課題に対して意見交換を実施しました。鳥取社長からは
「労使が共有する課題認識は本質的に一致しており、現場からの問題
提起は極めて有意義である。産業全体の未来を見据え、協調的な取り
組みを進めたい。」との発言があり、労使が連携して政策推進力を高め
ていくことの重要性について、認識の共有を図ることができました。
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左から）鳥取社長、航空連合 小林会長、松橋副会長 (JAL労働組合 本部執行委員長)

～「産業全体の未来を見据えて協調したい」～

JAL鳥取社長に政策要請を実施！
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